
       

十
月
二
十
五
日
（
日
）
に
学
区 

社
会
教
育
委
員
会
主
催
、
一
筆
啓

上
・
作
左
の
会
協
賛
で
十
七
回
目

と

な

る

学

区

ふ

れ

あ

い

ウ

ォ

ー

ク
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

朝

九

時

に

学

校

か

ら

歩

き

始

め
て
、
「
市
民
ホ
ー
ム
・
一
筆
啓

上
碑
」
に
向
か
い
ま
し
た
。
す
る

と

、

既

に

た

く

さ

ん

の

学

区

の

方
々
や
子
供
た
ち
が
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
笑
顔
で
ゲ
ー
ム
を
す

る
子
供
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ

こ

か

ら

法

性

寺

→
妙

国

寺

→
糟

目

犬

頭

神

社

→
大

久

保

東

海

と

順

番

に

歩

い

て

回

り

ま

し

た
。
私
が
小
学
校
の
時
に
遊
ん
で 

      

い
た
場
所
で
し
た
の
で
、
懐
か
し

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
御
鍬

神

社

→
な

の

は

な

遊

歩

道

→
大

聖

寺

→
浄

妙

寺

→
松

林

寺

→
小

学

校

の

全

十

一

ポ

イ

ン

ト

を

歩

き
ま
し
た
。 

私
は
今
年
、
六
ツ
美
西
部
小
学 

         

校
に
勤
務
し
た
ば
か
り
な
の
で
、

学

区

の

新

し

い

発

見

が

た

く

さ

ん
あ
り
ま
し
た
。 

各
ポ
イ
ン
ト
や
経
路
で
は
、
学

区
の
方
々
に
出
会
う
度
に
、
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
い
う
声
が
あ
り
、

学

区

方

の

温

か

さ

に

触

れ

る

こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

い
学
区
で
す
が
、
歴
史
の
あ
る
寺

社
が
多
く
あ
り
、
学
区
の
素
晴
ら

し

さ

を

感

じ

る

こ

と

も

で

き

ま

し
た
。
（
六
西
小
教
諭 

宮
下
直
彦
） 

 

 

 

こ
の
寺
は
、
真
宗
大
谷
派
に
属

す
る
由
緒
あ
る
寺
で
す
。
今
か
ら

八
百
年
前
の
正
嘉
二
年
（
一
二
五

八

年

）
下
野

し
も
つ
け

の
住

人

、
藤

井

信

願

（
信
願
望
）
が
赤
渋
の
地
に
道
場
を

建

て
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
天
白
に
移
り
ま
し 

        た
が
、
二
度
に
わ
た
る
矢
作
川
の
決

壊
に
よ
り
、
十
五
代
住
職
の
時
（
一

六
一
二

年
）
中

之
郷
に
再
建
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

第

十

四
代

目

順

超
は
、
三

河

一

向

一

揆

の
時

に
は
一

向

宗

と
し
て

徳

川

家

康

と
敵

対

し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
宗
門
禁
制
と
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
は
順

超

の
妻

の
宝 ほ

う

幢
院

ど
う

い
ん

が
家

康
の
大

叔

母

に
当
た
り

尽
力
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
徳
川
三
代
将
軍
の
大
老

土

井

利

勝

公

の
母

の
墓

木

で
「
土

井
楠
」
が
植
わ
っ
て
い
ま
す
。 

第
七
十
四
号 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
発
行 

 

 

作
左
の
里
を
訪
ね
て 

 
 

 

～
浄
妙
寺
の
巻
～ 

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
を
完
歩
し
て 

遊歩道でのゆるキャラはぴりん  

チェックポイント浄妙寺風景  


